
－スイス村スキー場－ 

主な内容 

◆行財政改革大鋼を策定 
◆市民の目線で審議「健康と福祉のまちづくり審議会」 
　「医療対策審議会」 

2005
平成17年 

2月号 

������



平成17年２月 広報きょうたんご 

2

　
　
　
京
丹
後
市
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定 

新
生
新
生
・
京
丹
後
市
づ
く
り

京
丹
後
市
づ
く
り 

　
　
〜
地
域
の
力
を
再
生
し
、

　
　
〜
地
域
の
力
を
再
生
し
、新
し
い
ふ
る
さ
と
を
創
造
す
る
〜

新
し
い
ふ
る
さ
と
を
創
造
す
る
〜 
新
生
・
京
丹
後
市
づ
く
り 

　
　
〜
地
域
の
力
を
再
生
し
、新
し
い
ふ
る
さ
と
を
創
造
す
る
〜 

『新生・京丹後市づくり～地域の力を再生し、

新しいふるさとを創造する～』を改革のテーマ

として、平成20年度末を目標年度に、京丹後市

発足後初めての「京丹後市行財政改革大綱」を、

このたび策定しました。 

　
現
在
わ
が
国
は
、
高
度
情
報
通

信
社
会
の
到
来
や
、
国
際
化
の
進

展
と
い
っ
た
社
会
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
分
権
型
社
会
へ

移
行
す
る
段
階
に
あ
る
と
同
時
に
、

一
向
に
回
復
の
兆
し
が
み
え
な
い

経
済
情
勢
の
中
で
、
少
子
・
高
齢

社
会
へ
の
急
速
な
進
展
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
地
方

財
政
の
運
営
と
そ
の
役
割
は
、
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
中
、「
三
位

一
体
改
革
」
に
よ
る
地
方
交
付
税

の
大
幅
な
削
減
は
、
本
市
に
お
い

て
も
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
市
と
し
て
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
真
の
幸
せ
と
市
の

発
展
に
つ
な
が
る
未
来
を
切
り
開

き
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
か
け
が
え
の
な
い
「
ふ
る
さ
と

京
丹
後
市
」
を
創
り
あ
げ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
早
急
に

「
行
財
政
改
革
」
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

　 　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
行
財

政
改
革
の
方
向
性
を
示
す
「
行
財

政
改
革
大
綱
」
の
策
定
に
あ
た
り
、

昨
年
八
月
に
は
、
中
山
市
長
を
本

部
長
と
し
て
、
理
事
者
と
全
部
局

長
二
十
三
人
で
構
成
す
る
「
行
財

政
改
革
推
進
本
部
」
を
市
役
所
内

に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
改
革
の

項
目
ご
と
に
職
員
が
八
グ
ル
ー
プ

に
わ
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
調
査
・
研
究
を
行
う
な
ど
、
全

市
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
で
構

成
す
る
「
行
財
政
改
革
推
進
委
員

会
」（
勝
本
宗
繁
会
長
・
十
五
人
）

の
「
行
財
政
改
革
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
の
答
申
を
も
と
に
、
新
生
・

京
丹
後
市
の
行
財
政
経
営
の
指
針

と
な
る
「
大
綱
」
を
こ
の
た
び
策

定
し
ま
し
た
。 

  

新
生
・
京
丹
後
市
づ
く
り 

　
　
〜
地
域
の
力
を
再
生
し
、 

　
　
　
　
新
し
い
ふ
る
さ
と
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
創
造
す
る
〜 

　
本
市
の
「
行
財
政
改
革
」
は
、

地
方
自
治
の
目
的
で
あ
る
「
市
民

の
幸
せ
」
の
た
め
、
地
域
の
活
力

を
再
生
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を

可
能
と
す
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
三
点
を
テ
ー
マ

と
し
て
「
行
財
政
改
革
」
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。 

●
「
地
域
力
」
を
高
め
、
市
民
と

　
と
も
に
京
丹
後
市
を
経
営
す
る 

●
市
民
の
知
恵
や
能
力
を
活
用
し

　
つ
つ
、
自
立
し
た
地
域
を
築
く

　
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る 

●
市
民
満
足
度
の
高
い
市
民
本
位

　
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る 

  

　
ま
た
、
「
大
綱
」
で
は
、
「
市
民

本
位
の
開
か
れ
た
行
財
政
運
営
の

推
進
」
、
「
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
」
、
「
効
率
的
で
生

産
性
の
高
い
行
財
政
運
営
の
推
進
」

と
い
う
本
改
革
の
基
礎
と
な
る
三

つ
の
柱
を
た
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

市
民
本
位
の 

　
開
か
れ
た
行
財
政
運
営
の
推
進 

　
◆
市
民
と
行
政
の
協
働
に
向
け

　
　
た
環
境
づ
く
り
　 

行
財
政
改
革
の
必
要
性 

答
申
に
沿
っ
て
大
綱
を
策
定 

改
革
の
テ
ー
マ 

改
革
へ
の
取
り
組
み 
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京丹後市の行財政改革のあり方について答申 

行財政改革推進委員会 
　
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
「
行
財

政
改
革
推
進
委
員
会
」
（
勝
本
宗
繁
会
長
・
十
五
人
）

が
、
十
二
月
十
四
日
、
行
財
政
改
革
の
あ
り
方
に
つ
い

て
中
山
市
長
に
答
申
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
は
、
十
月
の
第
一
回
会
議
に
お
い
て
中
山

市
長
か
ら
大
綱
の
策
定
方
針
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
、

五
回
に
わ
た
り
審
議
を
重
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
顧
問

で
あ
る
拓
殖
大
学
の
田
中
一
昭
教
授
の
助
言
も
受
け
答

申
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
答
申
で
は
、
▽
民
間
委
託
の
推
進
・
職
員
定
員
の
適

正
化
・
補
助
金
お
よ
び
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ

る
財
政
の
健
全
化
、
▽
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利

団
体
）
と
の
協
働
に
向
け
て
の
環
境
づ
く
り
、
▽
本
庁

と
市
民
局
の
あ
り
方
な
ど
、
よ
り
よ
い
組
織
・
機
構
の

検
討
の
三
点
と
、
危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
強
調
。 

　
勝
本
会
長
は
「
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
、
無
駄
を

は
ぶ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
単
に
縮
小
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
市
民
の
立
場
か
ら

み
た
重
要
な
施
策
・
効
果

的
な
分
野
へ
の
思
い
切
っ

た
財
源
の
投
入
も
必
要
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
が
京
丹

後
市
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
」
と
提
言
。 

　
中
山
市
長
は
「
非
常
に

有
意
義
な
答
申
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
重
く
受
け
止

め
、
行
政
と
し
て
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
き
ま
す
」

と
行
財
政
改
革
の
推
進
を

誓
い
ま
し
た
。 

今
秋
ま
で
に 

　
大
綱
に
基
づ
き 

　
　
推
進
計
画
を
策
定 

　
◆
行
政
評
価
制
度
の
導
入 

よ
り
質
の
高
い 

　
　
　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

　
◆
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

　
◆
民
間
委
託
な
ど
の
推
進 

　
◆
外
郭
団
体
な
ど
の
見
直
し 

　
◆
会
館
な
ど
公
共
施
設
の
見
直

　
　
し 

効
率
的
で
生
産
性
の
高
い 

　
　
　
　
行
財
政
運
営
の
推
進 

　
◆
組
織
・
機
構
の
見
直
し 

　
◆
職
員
定
員
な
ど
の
適
正
化 

　
◆
職
員
人
材
育
成
の
推
進 

　
◆
財
政
の
健
全
化 

　
◆
補
助
金
の
適
正
化 

　
◆
事
務
事
業
の
見
直
し 

    

　
本
大
綱
は
、
平
成
二
十
年
度
末

を
目
標
年
度
と
し
た
「
行
財
政
改

革
」
の
骨
子
を
示
す
も
の
で
、
今

後
は
、
大
綱
を
具
体
化
す
る
「
行

財
政
改
革
推
進
計
画
」
を
今
秋
ま

で
に
策
定
す
る
予
定
で
す
が
、
可

能
な
改
革
内
容
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
の
予
算
に
反
映
す
る
な
ど
、

速
や
か
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

   

 

　
市
役
所
で
は
、「
行
財
政
改
革
大

綱
」
の
策
定
に
あ
わ
せ
て
、「
京
丹

後
市
役
所
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。 

　
市
役
所
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
で
あ
り
、

職
員
は
、
そ
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
、
こ
の
「
サ

ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
宣
言
」
を
本
市
の

行
財
政
改
革
の
ス
タ

ー
ト
と
す
る
も
の
で

す
。 

　
地
方
分
権
の
流
れ

の
中
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
行
政
が
、

協
力
・
協
働
し
て
諸

課
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
今
、
市
民
と
市
役

所
の
信
頼
関
係
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
は
、
今
後
の
京

丹
後
市
づ
く
り
の
基

盤
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
新
市
誕
生

の
今
こ
そ
、
「
役
所

が
変
わ
っ
た
」、「
合

併
し
て
よ
か
っ
た
」

と
市
民
の
み
な
さ
ん

に
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
市
役

所
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
サ
ー
ビ

ス
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
あ
い
さ

つ
や
電
話
対
応
な
ど
職
員
一
人
ひ

と
り
が
、
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
か

ら
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。 

市民起点の市役所をつくるため 

　　　私たちは、３つの「Ｓ」に取り組みます 

Ｓ「信　頼」　より信頼される市役所をつくります！ 

Ｓ「親　切」　より親切な市役所をつくります！ 

Ｓ「スピード」よりすばやい市役所をつくります！ 

京丹後市役所サービスアップ宣言京丹後市役所サービスアップ宣言 京丹後市役所サービスアップ宣言 

中山市長に答申を行う、 

　勝本宗繁会長（中央）、増田至誠副会長（右） 
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会　長 

副会長 

内藤　和世 

吉岡　一男 

笹野　　満 

田中　敏恵 

中西富士子 

藤原　邦夫 

松本夕起子 

白杉喜代子 

大同　由子 

柴田　听子 

瀬古　　敬 

富田　智子 

　岡　　孝 

亀田栄治郎 

坂根佐兵衛 

安達　健蔵 

行待三智子 

辻　　順子 

豊嶋　　肇 

吉岡　　栄 

岩滝町男山 

大宮町周枳 

峰山町杉谷 

峰山町菅 

峰山町菅 

峰山町杉谷 

峰山町五箇 

大宮町周枳 

大宮町谷内 

網野町網野 

網野町小浜 

網野町木津 

網野町網野 

丹後町間人 

丹後町間人 

弥栄町溝谷 

弥栄町溝谷 

久美浜町海士 

久美浜町湊宮 

久美浜町 

尾形　裕也 

勝本　宗繁 

九州大学大学院医学研究院教授 

元京都府峰山・宮津地方振興局長 

委員のみなさん 

（敬称略） 

顧　　問 
（敬称略） 

医療対策審議会 　
市
の
医
療
対
策
に
つ
い
て
審
議

す
る
「
京
丹
後
市
医
療
対
策
審
議
会
」

を
十
二
月
二
十
一
日
に
立
ち
上
げ
、

高
齢
化
の
進
行
な
ど
極
め
て
重
要

な
課
題
が
あ
る
中
、
安
心
で
き
る

医
療
体
制
の
確
立
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
調
査
・
研
究
を

進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
審
議
会
は
、
医
療
や
福
祉
関
係

者
を
は
じ
め
、
医
療
を
受
け
る
立

場
の
か
た
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
委
員
二
十
人
で
構
成
。
会
議
で
は
、

中
山
市
長
が
「
市
立
の
弥
栄
・
久

美
浜
病
院
は
、
合
わ
せ
て
三
十
三

万
五
千
人
余
り
（
平
成
十
五
年
度
）

の
か
た
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
医
師
の
確
保
を
は
じ
め
、

経
営
全
般
に
わ
た
り
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
相

互
の
連
携
、
福
祉
や
健
康
づ
く
り

と
い
っ
た
分
野
も
含
め
た
手
を
取

り
合
う
よ
う
な
環
境
を
ど
の
よ
う

に
確
保
し
て
い
く
か
。
ま
た
市
立

病
院
の
役
割
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
、

中
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
て
方
針

を
定
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

会
長
に
内
藤
和
世
さ
ん
（
岩
滝
町

男
山
）、
副
会
長
に
吉
岡
一
男
さ
ん

（
大
宮
町
周
枳
）
が
選
出
さ
れ
る

と
と
も
に
、
九
州
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院
の
尾
形
裕
也
さ
ん
と
元

京
都
府
峰
山
・
宮
津
地
方
振
興
局

長
の
勝
本
宗
繁
さ
ん
を
顧
問
と
す

る
こ
と
を
確
認
。
ま
た
、
市
長
が
「
市

立
病
院
の
あ
り
方
」
と
「
地
域
医

療
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
諮
問
を

行
い
ま
し
た
。 

　
審
議
会
は
今
後
、
市
立
病
院
の

視
察
な
ど
現
状
を
確
認
し
、
京
丹

後
市
の
地
域
医
療
と
市
立
病
院
事

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
平
成
十

八
年
二
月
に
市
長
へ
答
申
を
行
う

予
定
で
す
。 

内
藤
和
世
会
長
（
左
）
に 

　
　
　
　
諮
問
を
行
う
中
山
市
長 

従
五
位
旭
日
小
綬
章
を
受
章

従
五
位
旭
日
小
綬
章
を
受
章 

故 
増
田
　
桂
一
さ
ん

増
田
　
桂
一
さ
ん 

故 
増
田
　
桂
一
さ
ん

増
田
　
桂
一
さ
ん 

故 
増
田
　
桂
一
さ
ん 

前
峰
山
町
長

前
峰
山
町
長 

前
峰
山
町
長

前
峰
山
町
長 

前
峰
山
町
長 

従
五
位
旭
日
小
綬
章
を
受
章

従
五
位
旭
日
小
綬
章
を
受
章 

従
五
位
旭
日
小
綬
章
を
受
章

従
五
位
旭
日
小
綬
章
を
受
章 

従
五
位
旭
日
小
綬
章
を
受
章 

　
前
峰
山
町
長
の
故
増
田
桂
一
さ

ん
（
峰
山
町
安
・
享
年
七
十
歳
）

が
「
従
五
位
旭
日
小
綬
章
」
を
受

章
さ
れ
、
十
二
月
二
十
七
日
に
増

田
さ
ん
の
自
宅
で
、
中
村
彰
京
都

府
丹
後
広
域
振
興
局
長
か
ら
遺
族

の
か
た
に
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。 

　
増
田
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
二

月
に
四
十
歳
の
若
さ
に
し
て
峰
山

町
議
会
議
員
に
当
選
し
一
期
四
年

在
職
後
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
に

第
五
代
峰
山
町
長
に
初
当
選
。
以

来
、
合
併
ま
で
の
七
期
約
二
十
五

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
方
自
治

の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
こ
の
間
、
小
学
校
の
整
備
、
中

学
校
の
統
合
整
備
、
中
央
公
民
館
・

図
書
館
・
保
育
所
の
整
備
な
ど
教

育
と
福
祉
の
向
上
を
は
じ
め
、
文

化
行
政
の
推
進
、
上
水
道
、
下
水

道
、
道
路
、
途
中
ヶ
丘
公
園
、
総

合
公
園
、
役
場
庁
舎
な
ど
の
生
活

基
盤
の
整
備
と
都
市
計
画
を
推
進
。

産
業
分
野
で
は
、
工
業
団
地
の
造

成
、
工
場
誘
致
の
ほ
か
、
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
、
数
々

の
先
進
的
事
業
を
手
が
け
ら
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
財
団
法
人
京
都
府
丹
後

文
化
事
業
団
理
事
長
、
丹
後
広
域

消
防
組
合
管
理
者
、
峰
山
・
大
宮

公
共
下
水
道
組
合
管
理
者
な
ど
の

数
々
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど

広
域
行
政
に
も
多
大
な
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
、
丹
後
地
域
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
。 

　
平
成
十
四
年
四
月
に
設
置
さ
れ

た
丹
後
六
町
の
法
定
合
併
協
議
会

で
は
、
永
年
の
実
績
と
指
導
力
を

発
揮
さ
れ
、
合
併
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
京
都

府
で
平
成
に
入
っ
て
最
初
の
合
併

の
実
現
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
は
、

京
丹
後
市
長
職
務
執
行
者
と
し
て
、

京
丹
後
市
の
新
し
い
船
出
の
舵
取

り
を
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
輝
か
し

い
功
績
を
讃
え
、
こ
の
た
び
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。 

故　増田　桂一さん 
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会　長 

副会長 

櫛田　　匠 

　田　ケイ 

金子　壽幸 

田中　　寛 

野木　誠二 

矢野千枝子 

山本　　子 

由利　好美 

上田美惠子 

川村　康好 

川村　玲子 

安井　丈博 

上田　　誠 

小森　忠夫 

三村由佳里 

向井　利子 

蒲田　　淳 

戸石　和子 

　岡　和信 

　岡美紀子 

　西　　織 

川戸　房代 

味田　佳子 

行待三智子 

由良　　生 

川原　哲子 

宮田　惠夫 

米田　敦弘 

伊東　　眞 

今中　博之 

峰山町室 

大宮町口大野 

峰山町菅 

峰山町杉谷 

峰山町安 

峰山町杉谷 

峰山町丹波 

峰山町泉 

大宮町口大野 

大宮町谷内 

大宮町周枳 

大宮町善王寺 

網野町網野 

網野町網野 

網野町浅茂川 

網野町木津 

丹後町間人 

丹後町筆石 

丹後町間人 

丹後町久僧 

弥栄町和田野 

弥栄町和田野 

弥栄町鳥取 

弥栄町溝谷 

弥栄町和田野 

久美浜町金屋 

久美浜町尉ケ畑 

久美浜町 

西宮市 

大阪市 

 

顧　　問 
（敬称略） 

委員のみなさん 
（敬称略） 

市

民

の

目

線

で

審

議

市

民

の

目

線

で

審

議 
市

民

の

目

線

で

審

議

市

民

の

目

線

で

審

議 
市

民

の

目

線

で

審

議 
健康と福祉のまちづくり審議会 　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
喜
び
と
笑

顔
あ
ふ
れ
る
健
康
と
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民

の
目
線
で
審
議
す
る
「
京
丹
後
市

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
審
議

会
」
が
十
二
月
二
十
一
日
に
発
足

し
ま
し
た
。 

　
同
審
議
会
は
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
、
健
康
づ
く
り
の
増
進
や
、

高
齢
者
福
祉
・
障
害
者
福
祉
の
向

上
、
子
育
て
支
援
な
ど
健
康
と
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て
審
議
を
行

う
機
関
と
し
て
、
一
般

公
募
に
よ
る
三
人
の
か

た
を
含
む
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
委
員
三
十
人

で
構
成
。
ま
た
、
顧
問
に
は
、
立

命
館
大
学
の
中
村
正
教
授
、
社
会

福
祉
法
人
吹
田
み
ど
り
福
祉
会
の

菊
池
繁
信
理
事
長
、
社
会
福
祉
法

人
堺
暁
福
祉
会
の
宮
田
裕
司
理
事
、

プ
ラ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ワ
ー
ズ
株
式

会
社
の
西
澤
侑
希
代
表
取
締
役
を

選
任
し
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
会
議
で
は
、
会
長
に
櫛
田
匠
さ

ん
（
峰
山
町
室
）、
副
会
長
に
荒
田

ケ
イ
さ
ん
（
大
宮
町
口
大
野
）
を

選
出
す
る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く

り
推
進
部
会
、
高
齢
者
福
祉
部
会
、

障
害
者
福
祉
部
会
、
子
育
て
支
援

部
会
、
地
域
福
祉
部
会
の
五
部
会

の
設
置
を
確
認
。 

　
こ
の
日
、
中
山
市
長
が
諮
問
し

た
、
市
の
「
健
康
増
進
計
画
」・「
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
介
護
保
険

事
業
計
画
）」・「
障
害
者
保
健
福
祉

計
画
」
・
「
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
・
「
地
域
福
祉
計
画
」
の
策

定
に
向
け
た
調
査
、
研
究
を
行
い
、

答
申
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。 

立命館大学大学院教授 

社会福祉法人吹田みどり福祉会理事長 

社会福祉法人堺暁福祉会理事 

プライアント・パワーズ株式会社代表取締役 

中村　　正 

菊池　繁信 

宮田　裕司 

西澤　侑希 

　
国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
公
的
年

金
制
度
で
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
か
た
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
民
年
金
の
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、
次
の
三
種
類

で
す
。 

①
自
営
業
者
、
学
生
の
か
た
な
ど
は
、
第
一
号
被
保
険
者

　
に
な
り
ま
す
。 

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
の
か
た
は
、
厚
生
年
金
や
共

　
済
組
合
に
加
入
す
る
と
同
時
に
、
第
二
号
被
保
険
者
に

　
な
り
ま
す
。 

③
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
妻
・

　
夫
）
の
か
た
は
、
第
三
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。 

　
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、
や
が
て
必
ず
訪
れ
る

長
い
老
後
の
収
入
を
、
国
が
約
束
し
て
く
れ
る
年
金
制
度

で
す
。
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
や
、
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
を
残
し

て
父
親
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
も
年
金
を
支
給
し
て
、
思

い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
年
金
制
度
を
社
会
経
済
と
調
和
し
た
持
続
可
能

な
も
の
に
し
て
、
制
度
に
対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る
た
め

に
、
制
度
改
正
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
所
得
水
準
に
応
じ
た

「
多
段
階
免
除
制
度
」
や
、
若
年
の
就
業
困
難
者
に
対
す

る
「
納
付
猶
予
制
度
」
の
導
入
な
ど
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正
が
行
わ
れ
、
順

次
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
加
入
手
続
き
は
、
第
一
号
被
保
険
者
の
か
た
は
市
役
所

で
、
第
三
号
被
保
険
者
の
か
た
は
配
偶
者
の
勤
務
先
な
ど

を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。
第
二
号
被
保
険
者
の
か
た
は
、

厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
加
入
手
続
き
に
合
わ
せ
て
行
う
の

で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
住
所
地
の
市
民
局
地
域
総

務
課
ま
た
は
医
療
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

新成人の
みなさん

 
国民年金の加入手続きをしましょう国民年金の加入手続きをしましょう 国民年金の加入手続きをしましょう国民年金の加入手続きをしましょう 国民年金の加入手続きをしましょう 
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委員のみなさん 

委員長 

委員長職務代理 

吉村　孝道 

高野　叔和 

高野　　緑 

清水　澄明 

祝前イソ野 

田中　壽浩 

前橋　春美 

峰山町浪花 

網野町郷 

峰山町吉原 

大宮町周枳 

丹後町谷内 

弥栄町国久 

久美浜町 

（敬称略） 公
共
事
業
の

公
共
事
業
の 

あ
り
方

あ
り
方 

進
め
方

進
め
方 

を
審
議

を
審
議 

公
共
事
業
の 

あ
り
方 

進
め
方 

を
審
議 

公
共
事
業
再
評
価
審
査
委
員
会 

 

　
一
定
の
期
間
を
経
過
し
た
公
共
事
業
に
つ
い

て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を
聞
く
「
公

共
事
業
再
評
価
審
査
委
員
会
」
を
開
催
し
、
今

後
の
事
業
の
あ
り
方
や
進
め
方
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
は
、
「
京
丹
後
市
公
共
事
業
再
評

価
実
施
要
綱
」
に
基
づ
き
七
人
で
構
成
。
今
回

は
、
同
要
綱
で
定
め
る
公
共
事
業
の
う
ち
、
市

内
で
進
め
る
下
水
道
事
業
で
十
年
を
経
過
し
た
、

峰
山
・
大
宮
処
理
区
で
行
っ
て
い
る
公
共
下
水

道
事
業
と
丹
後
処
理
区
と
し
て
進
め
て
い
る
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
二
つ
に
つ
い

て
委
員
会
の
意
見
を
求
め
ま
し
た
。 

　
十
二
月
九
日
に
行
っ
た
委
員
会
で
は
、
中
山

市
長
が
「
一
定
期
間
を
過
ぎ
た
公
共
事
業
の
再

評
価
を
行
い
、
事
業
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
で
、

透
明
な
公
共
事
業
を
執
行
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
の
後
、
所
管
の
下
水
道
課
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
概
要
を
説
明
。
同
日
と
二
十
四
日
の
二

日
間
に
わ
た
っ
た
会
議
で
は
、
今
後
も
水
洗
化

に
よ
る
環
境
の
整
備
は
必
要
と
し
な
が
ら
、
加

入
率
の
向
上
や
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
い
て
努
力

が
必
要
な
ど
の
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
委
員

会
で
は
意
見
書
と
し
て
集
約
し
、
十
二
月
二
十

八
日
に
、
吉
村
孝
道
委
員
長
と
高
野
叔
和
委
員

長
職
務
代
理
が
市
長
に
具
申
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
と
し
て
は
今
後
、
委
員
会
の
意
見
を
尊
重

し
て
公
共
下
水
道
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

委員長 

　吉村　孝道さん 

委員長職務代理 

　高野　叔和さん 

　吉村委員長と高野委員長職務代理は「環

境はとても大切な問題です。コストの削減

に努めるとともに、下水道接続の利点の推

奨活動が必要」と啓発の重要性を話されま

した。 

スイス村スキー場 

　　待望のオープン 

スイス村スキー場 

　　待望のオープン 

　
今
年
で
二
十
一
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え

た
「
ス
イ
ス
村
ス
キ
ー
場
」
（
弥
栄
町
野

中
）
で
、
一
月
十
五
日
に
「
ス
キ
ー
場

開
き
」
を
行
い
、
オ
ー
プ
ン
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

　
午
前
八
時
か
ら
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
前

で
行
っ
た
「
祈
願
祭
」
に
は
、
市
職
員

や
地
元
関
係
者
約
三
十
人
が
出
席
。
シ

ー
ズ
ン
中
の
繁
栄
と
無
事
故
を
祈
る
と

と
も
に
、
弥
栄
観
光
協
会
の
松
梨
秀
昭

会
長
が
「
安
全
第
一
に
、
白
銀
の
季
節

を
満
足
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。 

　
こ
の
日
は
、
約
百
五
十
セ
ン

チ

の
積
雪
に

恵
ま
れ
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

訪
れ
た
約
四
百
人
が
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
、
そ
り
な
ど
で
軽
快
に
初
滑

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
「
ス
イ
ス
村
ス
キ
ー
場
」

は
、
昭
和
五
十
九
年
度
に

完
成
。
太
鼓
山
（
標
高
六

八
三
メ
ー

ト
ル

）
の
斜
面
を
活
用

し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー

ス
（
三
二
〇
メ
ー

ト
ル

）
や
中
級

者
コ
ー
ス
（
二
五
〇
メ
ー

ト
ル

）
、

縦
貫
林
道
を
利
用
し
て
の

ロ
マ
ン
ス
コ
ー
ス
（
一
三

〇
〇
メ
ー

ト
ル

）
を
は
じ
め
、
上

級
者
コ
ー
ス
、
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
パ
ー
ク
も
あ
り
、
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。 

　
海
を
望
む
雄
大
な
景
色

と
豪
快
な
滑
り
を
、
ぜ
ひ

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。
　 

待
望
の
オ
ー
プ
ン
に
、
子
ど
も
た
ち
は 

歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た 
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無
火
災
　
無
災
害
を
願
い

無
火
災
　
無
災
害
を
願
い 
無
火
災
　
無
災
害
を
願
い 

京
丹
後
市
消
防
出
初
式
を
開
催

京
丹
後
市
消
防
出
初
式
を
開
催 

京
丹
後
市
消
防
出
初
式
を
開
催 

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

市
と
社
団
法
人
京
都
府
エ
ル
ピ
ー

ガ
ス
協
会
丹
後
支
部
（
松
本
茂
男

支
部
長
）
が
、
避
難
場
所
で
炊
き

出
し
用
な
ど
に
用
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
供
給
に
関
す
る
防
災
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。 

　
協
定
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど

の
災
害
時
に
、
避
難
所
に
お
い
て

炊
き
出
し
な
ど
で
必
要
と
な
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
供
給
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
避
難
所
生
活
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
迅
速
な
対
応
を
行

う
た
め
に
締
結
し
た
も
の
で
、
同

様
の
協
定
は
京
都
府
下
全
域
に
広

ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
協
定
書
は
、
十
条
か
ら
な
り
、

災
害
時
に
市
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給

の
要
請
を
行
っ
た
場
合
に
、
同
支

部
に
加
盟
す
る
会
員
が
、
市
の
指

定
す
る
避
難
場
所
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ

ン
ベ
を
配
送
す
る
も
の
で
、
そ
の

た
め
の
連
絡
窓
口
、
配
送
分
担
、

受
け
渡
し
、
使
用
料
な
ど
に
つ
い

て
定
め
て
い
ま
す
。 

　
十
二
月
二
十
四
日
に
市
役
所
会

議
室
で
行
っ
た
締
結
式
で
は
、
中

山
市
長
と
松
本
茂
男
支
部
長
が
そ

れ
ぞ
れ
押
印
し
た
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
、
松
本
支
部
長
は
「
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
で
す

が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に

全
力
で
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

万一の災害に備え 
ＬＰガスの迅速な供給に関する協定を締結 ＬＰガスの迅速な供給に関する協定を締結 
社団法人京都府エルピーガス協会丹後支部 

協
定
書
を
取
り
交
わ
す 

　
　
　
松
本
茂
男
支
部
長
と
中
山
市
長 

一
斉
放
水
で 

　
　
防
火
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た 

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、 

　
　
火
災
や
災
害
の
な
い 

　
　
　
　
　
一
年
を
願
い
ま
し
た 

　
京
丹
後
市
発
足
後
初
め
て
と
な

る
、
新
春
を
飾
る
「
京
丹
後
市
消

防
出
初
式
」
を
一
月
九
日
に
開
催

し
、
火
災
や
災
害
の
な
い
一
年
で

あ
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。 

　
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山

町
杉
谷
）
で
行
っ
た
式
典
に
は
、

　
岡
団
長
以
下
七
百
五
十
人
の
団

員
と
消
防
本
部
職
員
四
十
人
を
は

じ
め
、
佐
村
京
都
府
副
知
事
や
府

議
会
議
員
、
警
察
署
長
、
航
空
自

衛
隊
第
三
十
五
警
戒
隊
長
、
市
議

会
議
員
な
ど
多
く
の
来
賓
が
参
加
。

中
山
市
長
が
「
昨
年
は
、
度
重
な

る
台
風
や
実
火
災
へ
の
対
処
、
ま

た
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台

風
二
十
三
号
で
は
、
暴
風
雨
の
中

を
迫
る
危
険
を
顧
み
ず
防
災
、
救

助
活
動
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
消
防
は
地
域
防
災
の
要
で

あ
る
と
、
た
い
へ
ん
心
強
く
感
じ

ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の
安
全
安

心
を
守
る
柱
と
し
て
、
ご
活
躍
、

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
る
と

と
と
も
に
、
　
岡
団
長
が
「
京
丹

後
市
が
発
足
し
、
大
き
な
組
織
と

な
り
ま
し
た
が
、
各
地
の
守
り
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
副
団
長
の
下
、

先
人
の
築
か
れ
た
消
防
精
神
を
引

き
継
ぎ
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
安

心
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
訓
示
。
来
賓
か
ら
は
、
日

ご
ろ
の
活
動
に
対
す
る
感
謝
と
ね

ぎ
ら
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
・

防
災
活
動
に
貢
献
の
あ
っ
た
団
員

の
み
な
さ
ん
百
五
十
五
人
に
優
良

消
防
団
員
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。 

　
式
典
に
引
き
続
き
、
京
都
府
丹

後
文
化
会
館
か
ら
峰
山
織
物
セ
ン

タ
ー
付
近
ま
で
、
消
防
本
部
を
先

頭
に
力
強
く
市
中
行
進
。
そ
の
後
、

市
役
所
近
く
の
小
西
川
で
、
サ
イ

レ
ン
を
合
図
に
消
防
車
両
十
二
台

に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
、
防
火
・

防
災
活
動
に
気
を
引
き
締
め
ま
し

た
。 
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知ってい
ますか？

 

『 配偶者暴力防止法 』 
～ 平成16年12月２日　改正法施行 ～ 

　配偶者からの暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。たとえ、家庭内の問題であってもそ

の行為は許されません。 

 「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」（配偶者暴力防止法）は、今まで家庭内に潜在

してきた女性への暴力について、個人の人権擁護と男女平等の実現を図るため、配偶者からの暴力の防止お

よび被害者の保護・支援を目的として、平成13年４月に制定されました。そして、暴力に悩む被害者のた

めに、暴力の定義や被害者の保護の内容を拡充するなどの改正が行われ、平成16年12月に施行されました。 

【退去命令とは】 

　退却命令とは、加害者に、２か月間、住居からの

退去を命ずるものです。 

　今回の改正により、再度の申し立ても可能になり

ました。 

 なお、保護命令に違反した場合は、１年以下の懲

役または100万円以下の罰金に処せられます。 

　配偶者暴力相談支援センターは、都道府県が婦人

相談所や、その他の適切な施設において、その機能

を果たしています。 

 今回の改正により、市町村でも配偶者暴力相談支

援センターの機能を果たすことができるようになり

ました。（この場合は、市町村において、配偶者暴力

相談支援センターの指定を行うことが必要です） 

　配偶者暴力防止法は、国および地方公共団体の責

務に、被害者の自立支援を含む被害者の保護を明記

しています。 

　また、配偶者暴力相談支援センターは、被害者が

自立して生活することを促進するため、就業の促進

や住宅の確保などに関する制度の利用について情報

提供を行うなど支援内容も明記されました。 

　この法律に規定する「配偶者からの暴力」は、婚

姻関係にある間柄の暴力だけでなく、婚姻の届出を

していない「事実婚」の関係にある暴力も含まれます。

　また、今回の改正により、離婚後（事実婚状態の

解消後も含みます）も引き続いて暴力を受ける場合

も対象となりました。 

 さらに、従来の殴る、蹴るといったような「身体

に対する暴力」のほか、今回の改正により「身体に

対する暴力に準ずる心身に有害な影響を及ぼす言動」

も含めることになりました。 

　保護命令とは、被害者が配偶者からの更なる身体

に対する暴力により、生命または身体に重大な危害

を受けるおそれが大きいときに、裁判所が被害者か

らの申し立てにより加害者に対して発する命令です。 

　保護命令には「接近禁止命令」と「退去命令」の

２種類があります。（今回の改正で、加害者には元配

偶者も含むことになりました） 

【接近禁止命令とは】 

　接近禁止命令とは、加害者に、被害者の身辺への

つきまといなどを、６か月間禁止するものです。 

　今回の改正により、被害者と同居している未成年

の子どもについても接近禁止命令を出すことが可能

になりました。また、再度の申し立ても可能です。 

配偶者からの暴力とは配偶者からの暴力とは 配偶者からの暴力とは 保護命令とは保護命令とは 保護命令とは 

被害者の自立支援の明確化など被害者の自立支援の明確化など 被害者の自立支援の明確化など 配偶者暴力相談支援センター配偶者暴力相談支援センター 配偶者暴力相談支援センター 

女性に対する 

暴力根絶のための 

シンボルマーク 
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明 

　
明
る
い
選
挙
運
動
の
推
進
を
図
る
「
京

丹
後
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」
の

発
足
会
を
十
二
月
十
日
に
、
市
役
所
会

議
室
で
開
き
、
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

募
集
や
街
頭
啓
発
な
ど
、
き
れ
い
な
選

挙
と
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
る
活
動
の

展
開
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
発
足
会
で
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

の
小
栗
委
員
長
が
「
み
な
さ
ん
の
手
と

足
、
お
知
恵
を
お
借
り
し
て
明
る
い
選

挙
の
推
進
に
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
会
長
に
松
田
匡
夫

さ
ん
（
峰
山
町
杉
谷
）
、
副
会
長
に
大

同
富
雄
さ
ん
（
大
宮
町
奥
大
野
）
を
選

出
す
る
と
と
も
に
、
事
業
計
画
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
選
挙
啓
発
研
修
会
と
し
て
、

京
都
新
聞
社
北
部
総
局
長
の
三
谷
茂
論

説
委
員
が
「
三
位
一
体
改
革
と
地
方
自

治
体
の
行
方
」
と
題
し
て
講
演
。
三
位

一
体
改
革
の
中
身
と
昨
年
七
月
に
行
わ

れ
た
参
議
院
選
挙
結
果
に
つ
い
て
解
説

さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
票
の
大
切
さ
を

国
民
一
人
ひ
と
り
が
も
っ
と
理
解
す
る

た
め
に
「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍
さ
れ
る

委
員
の
み
な
さ
ん
へ
の
、
期
待
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

京丹後市明るい選挙推進協議会が発足 
峰山町杉谷 

大宮町奥大野 

峰山町橋木 

峰山町菅 

峰山町室 

峰山町杉谷 

大宮町奥大野 

大宮町森本 

大宮町河辺 

大宮町善王寺 

大宮町口大野 

網野町島津 

網野町網野 

網野町網野 

網野町木津 

網野町高橋 

網野町浜詰 

丹後町間人 

丹後町竹野 

丹後町間人 

丹後町袖志 

丹後町徳光 

弥栄町船木 

弥栄町吉沢 

弥栄町溝谷 

弥栄町吉沢 

弥栄町木橋 

久美浜町神崎 

久美浜町三谷 

久美浜町湊宮 

久美浜町油池 

久美浜町甲山 

松田　匡夫 

大同　富雄 

今村　純訓 

小栗　徳宗 

福永　豊子 

森　　米子 

川口健太郎 

坂田　正弘 

田村喜代子 

田村美由紀 

吉田　久男 

梅田　龍藏 

篠村　頼和 

藤原　道江 

松本　和成 

松本　和儔 

吉岡　慶子 

今西　岩雄 

大下　好男 

日方八重美 

平賀　久子 

山中　貞一 

森野　英輔 

山本　美惠 

行待　輝男 

吉岡　正己 

吉岡美智子 

池田　　郎 

稲田　敦子 

川　　英昭 

西村　重藏 

三鍋　幸惠 

会　　長 

副 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員のみなさん 
（敬称略） 

る く 正 し い 選 挙 運 動 を 推 進 

  

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
選
挙
制

度
を
正
し
く
理
解
し
て
、
身
近
な

問
題
を
は
じ
め
と
し
て
政
治
や
選

挙
に
十
分
関
心
を
持
ち
、
候
補
者

の
人
物
や
政
見
、
政
党
の
政
策
に

対
し
て
正
し
い
見
る
目
を
持
ち
、

大
切
な
一
票
を
進
ん
で
投
票
す
る

こ
と
は
、
民
主
主
義
を
実
現
す
る

う
え
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。 

　
そ
し
て
、
私
た
ち
の
一
票
が
買

収
な
ど
の
不
正
に
惑
わ
さ
れ
た
り
、

義
理
人
情
に
よ
っ
て
投
票
す
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
主
権
者

と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
た
と
は

言
え
ま
せ
ん
。 

　
選
挙
の
「
主
役
」
は
候
補
者
で

も
政
党
で
も
な
く
私
た
ち
自
身
で
す
。 

　
明
る
い
選
挙
と
は
、
こ
の
よ
う
に
、

買
収
な
ど
の
選
挙
犯
罪
や
義
理
人

情
な
ど
に
よ
る
ゆ
が
ん
だ
選
挙
を

排
し
、
選
挙
が
公
明
か
つ
適
正
に

行
わ
れ
、
私
た
ち
の
意
思
が
政
治

に
正
し
く
反
映
さ
れ
る
選
挙
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。 

  

　
明
る
い
選
挙
を
進
め
る
た
め
の

運
動
が
「
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
」

で
、
特
定
の
政
党
や
政
策
、
候
補

者
を
支
持
し
た
り
、
反
対
し
た
り

す
る
「
政
治
活
動
」
や
「
選
挙
運
動
」

と
は
、
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
も

の
で
す
。 

　
「
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
」
は
、

初
め
「
公
明
選
挙
運
動
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
年

に
「
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
」

と
、
公
募
に
よ
り
「
明
る
く
正
し

い
選
挙
運
動
」
と
な
り
、
昭
和
四

十
九
年
に
、
名
称
の
簡
素
化
と
「
明

る
い
」
に
は
「
正
し
い
」
の
意
味

合
い
も
含
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
明

る
い
選
挙
推
進
運
動
」
と
な
り
ま

し
た
。 

　
「
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
」
は
、

財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

お
よ
び
各
自
治
体
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」

を
中
心
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

明
る
い
選
挙
推
進
運
動
と
は 

明
る
い
選
挙
と
は 

 
明るく正しい選挙運動の 
　　　　　　　推進を誓いました 
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消 費 生 活 ミ ニ 講 座  消 費 生 活 ミ ニ 講 座  
第７回第７回  
第７回  

 一般消費者向けのすべての飲食料品を対象に表示が義務づけられています。 

 生鮮食品については「名称」・「原産地」の表示が、加工食品については「名称」・「原材料（添加物を含

みます）」・「内容量」・「賞味期限または消費期限」・「保存方法」・「製造業者など」・「原産国名（輸入品の

場合）」の表示が、それぞれ義務づけられています。 

 

 

　公衆衛生の見地から、表示が必要な食品および食品添加物について、表示が義務づけられています。 

　食品により異なりますが、一般的には「名称」・「添加物」・「消費期限または賞味期限」・「保存方法」・「製

造業者名」、そのほかに品目ごとの表示事項の表示が義務づけられています。 

※このほかに「不当景品類及び不当表示防止法」、「不当競争防止法」による表示もあります。 

※これらの規定に違反した場合は、法律によりそれぞれ「公表」・「罰金」・「営業禁止」・「廃棄命令」など

の措置がとられます。 

食品の表示について 

　私たちが日ごろ食べる食品には、実に多種多様なものがあります。 

 これらの食品が、何からできていて、どこで生産された物で、どのような栄養があって、いつまでな

ら安心して食べられるのかについて、わたしたちは『食品表示』によってはじめて知ることができます。 

 　今回は、わたしたちが食品などを買うときの目安となる『食品表示』についてご紹介します。 

　『食品表示』は、「農林物質の規格化及び品質表示の適正化に関する法律」（JAS法）や「食品衛生法」

などによってルールが定められています。 

 

 

未開封のまま表示方法に従って保存

した場合に、「おいしく食べられる期限」（そ

の食品の品質が十分保持されている期限）のこ

とを言います。品質の劣化が比較的緩やかな食品

につけられます。 

 通常は、年月日で表示されますが、３か月を超

える場合は年月のみで表示される場合もあります。 

 保存状態が良ければ賞味期限を過ぎても食

べることができますが、どのくらい大丈

夫かは、食品と保存状態により異

なります。 

 

 

未開封のまま表示方法に従って保存

した場合に、「安全に食べられる期限」の

ことをいいます。 

 弁当や惣菜など、品質が急速に劣化しやすい（い

たみやすい）食品につけられます。 

 通常は、年月日で表示されますが、時間まで表

示されているものもあります。 

 消費期限を過ぎた食品は、健康上問題が生

じる可能性があるので、食べないように

しましょう。 

消費期限消費期限 消費期限 賞味期限賞味期限 賞味期限 

 平成９年４月１日から、「製造年月日」の表示が、「消費期限」と「賞

味期限」（または「品質保持期限」）という期限表示に変わりました。 

 また、平成15年７月31日には、同じ意味である「賞味期限」と「品

質保持期限」が、「賞味期限」に統一されました。 

『賞味期限』と『消費期限』の違い『賞味期限』と『消費期限』の違い 『賞味期限』と『消費期限』の違い 
知っていますか？知っていますか？ 知っていますか？ 

●「食品衛生法」による食品表示 

●「農林物質の規格化及び品質表示の適正化に関する法律」（JAS法）による食品表示 
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今回の警察署の再編により、大規模な事件・事故・災害などに対応できる警察署

とするとともに、第一線に警察官をより多く配置し、地域のみなさんとともに地

域の防犯力を向上させ、安全で安心な京丹後のまちづくりを推進します。 

　峰山・網野・久美浜警察署を京

丹後警察署に統合することにより、

事件・事故・災害などへの対応、

夜間・休日における当直体制の強

化などを図ります。 

　管理・デスク部門などを合理化

し、刑事や生活安全などの捜査員

や街頭活動などに従事する警察官

をより多く配置して、第一線の執

行力を強化します。 

平成平成1717年４月１日年４月１日 京丹後警察署京丹後警察署 発足発足 平成17年４月１日 京丹後警察署 発足 

事件事故対応能力に優れた 

　　　　　　　警察署の整備 
第一線の執行力の強化 

警察署が廃止される 

　　　　地域などにおける 

　安心感、利便性の確保 

パワーアップ 

統合 

網　野 峰　山 久美浜 

　警察署が廃止となる網野警察署、

久美浜警察署には、網野交番、久

美浜交番として、これまでどおり

地域警察官、パトカーを配置する

ほか、運転免許証の更新手続きな

どの運転免許関係事務を行います。 

京丹後警察署 

　　　　　　（☎62-0110） 

現峰山警察署庁舎に統合し、 

京丹後市全域を受け持ちます 

第4545回 
読書感想文読書感想文 
第45回 
読書感想文 

　本に親しんでもらい、思考思索する習慣を養うとともに、読後の感想を文章で表現

することにより、豊かな人間性や考える力を育む目的で、峰山図書館が峰山町内の児

童や生徒のみなさんから募集している「読書感想文」は、今年度で45年を迎えた息の

長い読書運動です。 

　今年も、1,315人（小学生867人・中学生448人）のみなさんから応募があり、この

たび入選作品を冊子にまとめました。 

　冊子は、峰山図書館にありますので、読書を通して感動し感銘を受けた素直な気持

ちが伝わる作品を、ぜひご覧ください。 

「
し
ゅ
く
だ
い
」
　
中
村
　
静
輝
（
峰
山
小
学
校
一
年
生
） 

「
高
橋
由
伸
」
　
　
吉
岡
　
拓
弥
（
丹
波
小
学
校
三
年
生
） 

「
モ
チ
モ
チ
の
木
」
沖
　
　
美
穂
（
丹
波
小
学
校
三
年
生
） 

「
わ
す
れ
ら
れ
な
い
お
く
り
も
の
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
　
幸
花
（
長
岡
小
学
校
四
年
生
） 

「
ま
ぼ
ろ
し
の
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
　
悠
也
（
五
箇
小
学
校
五
年
生
） 

「
世
界
の
お
母
さ
ん
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
沙
恵
（
丹
波
小
学
校
六
年
生
） 

「
ぼ
く
は
農
家
の
フ
ァ
ー
ブ
ル
だ
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
村
　
秀
平
（
新
山
小
学
校
六
年
生
） 

「
た
っ
た
ひ
と
つ
の
た
か
ら
も
の
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
山
岡
未
奈
実
（
峰
山
中
学
校
二
年
生
）

「
世
界
の
中
心
で
愛
を
さ
け
ぶ
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡
　
広
人
（
峰
山
中
学
校
三
年
生
） 

「
だ
か
ら
、
あ
な
た
も
生
き
ぬ
い
て
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
砂
原
　
　
梓
（
峰
山
中
学
校
三
年
生
） 

 

「
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ
じ
ぷ
た
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
椎
田
　
翔
太
（
峰
山
小
学
校
二
年
生
） 

「
し
ゅ
く
だ
い
」
　
岡
井
美
友
貴
（
五
箇
小
学
校
二
年
生
） 

「
島
ひ
き
お
に
」
　
山
本
　
涼
夏
（
新
山
小
学
校
二
年
生
） 

「
カ
メ
を
つ
っ
て
考
え
た
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
純
也
（
長
岡
小
学
校
四
年
生
） 

「
蒼
い
記
憶
」
　
　
井
田
　
詞
之
（
吉
原
小
学
校
五
年
生
） 

「
わ
た
し
た
ち
の
ト
ビ
ア
ス
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
賢
孝
（
五
箇
小
学
校
六
年
生
） 

「
か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
花
々
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
横
内
　
里
美
（
長
岡
小
学
校
六
年
生
） 

「
ピ
ア
ニ
シ
モ
」
　
水
口
　
祐
奈
（
峰
山
中
学
校
二
年
生
） 

「
青
空
の
む
こ
う
」
木
下
　
知
佳
（
峰
山
中
学
校
二
年
生
） 

「
Ｉ
ｔ
と
呼
ば
れ
た
子
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
小
北
　
志
織
（
峰
山
中
学
校
三
年
生
） 

優
秀
優
秀 

優
秀 

佳
作
佳
作 

佳
作 

入賞されたみなさん入賞されたみなさん 入賞されたみなさん （敬称略） 
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平
成
十
六
年
十
月
二
十
七
日
か

ら
十
一
月
五
日
ま
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
し

た
。 

　
そ
の
結
果
、
ご
意
見
の
提
出
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
市
で
は
、
り
災
者
の
か
た
へ
の 

支
援
策
と
し
て
①
く
ら
し
の
支
援
、

②
住
宅
支
援
、
③
商
工
業
支
援
、

④
農
林
水
産
業
支
援
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
実
施
し
た
支
援
策
に
つ

い
て
は
、
災
害
支
援
情
報
第
二
号

（
十
一
月
十
二
日
発
行
）
、
同
第

三
号
（
十
二
月
九
日
発
行
）
お
よ

び
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
十
二
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

意
見
募
集
を
行
っ
た
支
援
策 

①
く
ら
し
の
支
援 

　
（
被
災
家
庭
支
援
金
貸
し
付
け
）

　
被
災
さ
れ
た
暮
ら
し
の
不
安
定

な
低
所
得
世
帯
の
家
庭
を
対
象
に
、

生
活
必
需
品
の
購
入
や
住
宅
改
修

費
用
な
ど
の
資
金
の
貸
し
付
け
を

行
い
ま
す
。 

②
住
宅
支
援 

　
（
住
宅
復
旧
資
金
利
子
補
給
） 

　
台
風
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
な

ど
の
建
て
替
え
、
補
修
、
ま
た
は

購
入
す
る
場
合
に
、
金
融
機
関
か

ら
借
り
入
れ
た
資
金
に
対
す
る
利

子
の
補
給
を
行
い
ま
す
。 

③
商
工
業
支
援 

　
（
利
子
補
給
お
よ
び
信
用
保
証 

　
　
料
補
助
） 

　
台
風
に
よ
る
被
害
で
操
業
や
営

業
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
商
工
業

者
を
対
象
に
、
金
融
機
関
が
行
う

台
風
二
十
三
号
被
災
者
向
け
融
資
、

ま
た
は
京
都
府
台
風
二
十
三
号
非

常
時
緊
急
融
資
制
度
に
よ
る
融
資

の
利
子
の
補
給
お
よ
び
京
都
信
用

保
証
協
会
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た

保
証
料
の
補
助
を
行
い
ま
す
。 

④
農
林
水
産
業
支
援 

　
（
利
子
補
給
） 

　
台
風
に
よ
る
被
害
で
農
業
関
連

施
設
な
ど
が
損
壊
、
ま
た
農
業
生

産
が
困
難
と
な
っ
た
農
業
者
を
対

象
に
、
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ

た
復
旧
の
た
め
の
資
金
に
対
し
利

子
の
補
給
を
行
い
ま
す
。 

　
平
成
十
六
年
十
月
十
五
日
か
ら

十
一
月
十
五
日
ま
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
し

た
。 

　
そ
の
結
果
、
一
人
の
か
た
か
ら

ご
意
見
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
原
案
ど
お
り
要
綱
の
制
定
、

施
行
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と

市
の
考
え
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◎
再
造
林
へ
の
補
助 

意
見
要
旨 

　
造
林
事
業
で
見
通
し
の
明
る
い

と
き
は
、
苗
木
代
く
ら
い
の
補
助

金
が
交
付
さ
れ
て
い
た
。 

市
の
考
え
方 

　
再
造
林
補
助
は
、
主
伐
・
皆
伐

後
の
植
栽
へ
の
補
助
を
行
う
も
の

で
、
再
造
林
に
必
要
な
苗
木
代
も

対
象
と
な
り
ま
す
。
林
地
を
放
置

す
る
こ
と
は
、
森
林
の
再
生
が
遅

れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
こ
の
補

助
金
に
よ
り
森
林
再
生
の
手
助
け

が
で
き
、
森
林
環
境
整
備
が
行
わ

れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。 

◎
間
伐
・
間
伐
材
運
搬
へ
の
補
助 

意
見
要
旨 

　
森
林
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
ず
、

竹
な
ど
が
生
育
し
暗
く
な
っ
た
山

が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
。 

市
の
考
え
方 

　
植
林
後
に
放
置
さ
れ
た
人
工
林

の
間
伐
を
行
う
こ
と
で
、
森
林
の

持
つ
公
益
的
機
能
を
回
復
し
資
源

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
間
伐
材
に
つ
い
て
も
放

置
さ
れ
ず
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。 

◎
補
助
金
の
目
的 

 
意
見
要
旨 

　
補
助
金
の
交
付
は
自
立
、
治
山
、

治
水
の
観
点
の
実
績
で
行
う
べ
き
。 

 

市
の
考
え
方 

　
今
回
の
要
綱
は
、
森
林
資
源
の

造
成
お
よ
び
森
林
の
有
す
る
公
益

的
機
能
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
少
し
で
も
森
林
環
境
が
改
善
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
皆
伐
後

の
再
造
林
へ
の
補
助
、
放
置
さ
れ

た
人
工
林
の
間
伐
の
促
進
や
間
伐

材
搬
出
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。 

◎
そ
の
他 

 

意
見
要
旨 

　
植
林
は
元
来
、
お
金
も
う
け
で

す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最

近
の
人
工
林
の
財
産
価
値
は
ゼ
ロ

な
の
で
す
か
ら
。 

 

市
の
考
え
方 

　
植
林
さ
れ
た
人
工
林
が
放
置
さ

れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
問
題
と

な
り
、
府
と
市
町
村
が
一
体
と
な

っ
て
「
緊
急
間
伐
推
進
計
画
」
を

た
て
、
間
伐
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
ま
す
。 

　
再
造
林
・
間
伐
へ
の
補
助
は
、

森
林
環
境
を
改
善
し
林
産
物
生
産

だ
け
で
な
く
、
国
土
保
全
の
面
か

ら
も
重
要
な
施
策
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
市
で
は
、
「
台
風
二
十
三
号
被
害
り
災
者
の
か
た
へ
の
支
援
策
」

と
「
市
森
林
整
備
補
助
金
交
付
要
綱
の
制
定
」
に
つ
い
て
、
「
市
民

意
見
提
出
手
続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
要
綱
」
に
基
づ
き
意
見

募
集
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

と
、
市
の
考
え
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

台
風
二
十
三
号
被
災
り
災
者

の
か
た
へ
の
支
援
策 

森
林
整
備
補
助
金 

交
付
要
綱
の
制
定 

台風23号被害り災者のかたへの支援策 
京丹後市森林整備補助金交付要綱の制定 

パブリックコメント制度 

意見募集の結果意見募集の結果 意見募集の結果 
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元
本
一
千
万
円
と 利

息
を
保
護 

　
ペ
イ
オ
フ
制
度
は
、
預
金
保
険

制
度
が
導
入
さ
れ
た
昭
和
四
十
六

年
か
ら
存
在
し
て

い
ま
し
た
。
し
か

し
、
金
融
機
関
が

多
額
の
不
良
債
券

を
抱
え
、
国
民
の

あ
い
だ
に
金
融
不

安
が
広
が
っ
た
た

め
、
臨
時
の
措
置

と
し
て
平
成
八
年

か
ら
一
旦
ペ
イ
オ

フ
を
凍
結
し
、
銀

行
な
ど
が
破
た
ん

し
て
も
国
が
税
金

で
預
金
を
全
額
保

護
す
る
特
例
措
置

を
と
っ
て
き
ま
し

た
。 

　
「
ペ
イ
オ
フ
解

禁
拡
大
」
と
は
、
こ
の
ペ
イ
オ
フ

凍
結
を
解
除
し
、
国
が
税
金
で
全

額
保
護
す
る
特
例
措
置
か
ら
、
本

来
の
預
金
保
険
制
度
に
よ
っ
て
、

預
金
保
険
機
構
が
預
金
の
う
ち
元

本
一
千
万
円
と
そ
の
利
息
ま
で
を

保
護
す
る
し
く
み
に
す
る
こ
と
で

す
。 

　
平
成
十
四
年
に
預
金
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、「
当
座
預
金
」・「
普

通
預
金
」
・
「
別
段
預
金
」
を
除
く

預
金
を
対
象
に
、
す
で
に
ペ
イ
オ

フ
が
解
禁
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
十
七
年
四
月
か
ら
ペ
イ
オ
フ
は

解
禁
拡
大
と
な
り
ま
す
。 

決
済
用
預
金
は 

解
禁
後
も
全
額
保
護 

　
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
全
額
保
護
さ
れ
て
い
た
普

通
預
金
を
含
む
利
息
の
つ
く
預
金

に
関
し
て
は
、
一
金
融
機
関
ご
と

に
預
金
者
一
人
あ
た
り
元
本
一
千

万
円
ま
で
と
そ
の
元
本
に
か
か
る

利
息
な
ど
が
保
護
さ
れ
、
保
護
限

度
額
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

破
た
ん
金
融
機
関
の
財
産
状
況
に

応
じ
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。 

　
た
だ
し
、
解
禁
拡
大
後
も
決
済

機
能
の
安
定
確
保
が
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
「
決
済
用
預
金
」
に
つ

い
て
は
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。
決

済
用
預
金
と
は
、
無
利
息
、
要
求

払
い
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

三
つ
の
要
件
を
満
た
し
、
当
座
預

金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金

が
該
当
し
ま
す
。 

保
護
範
囲
内
の
預
金
で
も 

関
係
あ
り 

　
保
護
範
囲
内
の
預
金
し
か
な
い

か
ら
ペ
イ
オ
フ
解
禁
拡
大
は
関
係

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
金

融
機
関
が
破
た
ん
し
た
と
き
は
、

「
名
寄
せ
」
と
い
っ
て
、
一
つ
の

金
融
機
関
内
の
預
金
が
合
算
さ
れ

る
な
ど
、
保
険
金
支
払
い
の
た
め

の
準
備
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
現
金
の
引
き
出
し
、
給
与
や

年
金
の
振
り
込
み
、
公
共
料
金
の

引
き
落
と
し
な
ど
も
一
時
的
に
行

わ
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
「
財
産
を
自
分
自
身
で
守

る
」
意
識
を
持
ち
、
安
心
し
て
取

り
引
き
が
で
き
る
金
融
機
関
を
選

択
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

　
預
貯
金
を
保
護
す
る
た
め
の
預
金
保
険
制
度
が
改
定
さ
れ
、平
成

十
七
年
四
月
か
ら
ペ
イ
オ
フ
が
解
禁
拡
大
と
な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ

っ
て
、
今
後
、
私
た
ち
の
預
貯
金
は
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
。ペ
イ
オ
フ
解
禁
後
の
預
金
保
護
制
度
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。 

今
年
４
月
か
ら
ペ
イ
オ
フ
解
禁
拡
大 
ど
う
な
る
？
私
た
ち
の
預
貯
金 
ど
う
な
る
？
私
た
ち
の
預
貯
金 
ど
う
な
る
？
私
た
ち
の
預
貯
金 
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内
商
工
業
者
が
受
け
る
売
上
減
と

そ
れ
に
よ
る
税
収
減
は
い
く
ら
か
。

さ
ら
に
、
交
通
渋
滞
に
よ
る
運
送
、

観
光
業
者
が
受
け
る
売
上
減
と
そ

れ
に
よ
る
税
収
減
は
い
く
ら
か
。

以
上
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
な
数

値
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
市
内
男
性
】 

　
ご
意
見
に
あ
る
両
店
の
出
店
に

か
か
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
調
査

に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
域
的
な
影

響
が
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
市
独
自
で
の
調
査
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
平
成
十
六
年
六
月

に
与
謝
一
市
四
町
商
工
会
（
会
議

所
含
む
）
な
ど
に
よ
る
調
査
報
告

書
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）
で
の
ハ

フ
モ
デ
ル
（
※
）
に
よ
る
報
告
内

容
で
は
、
野
田
川
町
に
お
い
て
は
、

法
人
住
民
税
や
固
定
資
産
税
の
増

収
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
土

地
賃
貸
契
約
に
伴
う
地
権
者
か
ら

の
固
定
資
産
税
の
増
加
は
見
込
ま

れ
る
が
、
長
期
的
に
増
収
が
保
証

さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
一
市

三
町
に
つ
い
て
は
、
地
域
商
業
者

の
衰
退
に
よ
る
住
民
税
の
減
少
に

つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
報

告
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
数
字

で
回
答
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。 

　
両
店
が
野
田
川
町
に
出
店
す
る

こ
と
に
よ
る
当
市
に
与
え
る
影
響

は
、
観
光
面
や
商
業
面
か
ら
見
て

も
全
く
の
他
人
事
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。 

　
両
店
の
出
店
は
、
交
通
渋
滞
な

ど
道
路
事
情
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
当
市
の

観
光
は
も
ち
ろ
ん
、
産
業
・
生
活

全
般
を
考
え
る
う
え
で
問
題
が
多

い
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
費

活
動
に
お
い
て
も
丹
後
で
循
環
す

る
は
ず
の
資
金
が
域
外
に
流
出
し
、

丹
後
の
経
済
基
盤
自
体
が
縮
小
・

沈
下
し
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ

れ
、
ま
た
憂
慮
す
べ
き
状
況
と
考

え
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
大
型
家
電
量
販
店
に

つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月
二
十
三

日
に
開
店
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
、
出
店
に
伴
う
懸
念
す
べ
き
点

や
そ
の
影
響
に
対
す
る
対
応
な
ど

に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
と
一
緒
に

な
っ
て
事
業
者
や
道
路
管
理
者
で

あ
る
京
都
府
に
対
し
て
求
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
巨
大
ス
ー
パ
ー
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
新
規
出

店
の
届
け
出
は
現
在
の
と
こ
ろ
行

わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
十
分
注

意
し
推
移
を
見
守
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
届
け
出
が
あ
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
影
響
を
受
け
る
こ
と

と
な
る
市
の
立
場
か
ら
、
前
述
の

考
え
に
沿
っ
て
、
出
店
に
つ
い
て

適
切
な
指
導
と
具
体
的
な
改
善
策

を
講
じ
ら
れ
る
な
ど
、
慎
重
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
京
都
府

に
対
し
て
十
分
に
意
見
を
申
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
京
都

府
丹
後
広
域
振
興
局
商
工
観
光
室

が
担
当
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
商
工
振
興
課
】 

※
ハ
フ
モ
デ
ル 

主
と
し
て
、
小
売
店
舗
な
ど
の
立

地
計
画
に
つ
い
て
、
事
前
に
集
客

力
や
売
上
高
の
予
測
を
行
う
た
め

の
モ
デ
ル
式
で
、
居
住
地
や
消
費

者
が
商
業
地
を
選
択
す
る
確
率
な

ど
か
ら
も
と
め
ま
す
。 

   

　
久
美
浜
町
内
の
市
道
永
留
一
分

線
の
永
留
起
点
百
メ
ー
ト
ル

程
度
が
拡
幅

で
き
て
い
な
い
た
め
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
と
乗
用
車
の
す
れ
違
い
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
路
肩
も
弱

く
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
早
急
に
拡
幅
工
事
を
お
願

い
し
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

　
ご
指
摘
の
市
道
は
、
平
成

五
年
か
ら
三
年
間
、
一
分
側

か
ら
道
路
改
良
工
事
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

休
止
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
久
美
浜
町
の
分
担
金
徴
収

条
例
に
よ
り
、
人
家
の
連
た

ん
す
る
地
区
の
道
路
工
事
を

行
う
場
合
は
地
元
分
担
金
が

必
要
で
、
当
該
区
間
（
約
二

百
メ
ー
ト
ル

）
で
は
三
千
万
円
の
分

担
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
元
永
留
区
と

協
議
の
結
果
、
休
止
と
な
っ
た
も

の
で
す
。 

　
市
で
は
、
平
成
十
六
年
春
に
策

定
し
た
道
路
整
備
五
か
年
計
画
で
、

こ
の
路
線
を
整
備
が
必
要
な
路
線

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
道
路
改
良
の
全
体
計

画
に
お
い
て
、
残
り
区
間
に
つ
い

て
は
、
道
路
新
設
予
定
地
上
の
二

軒
の
家
屋
と
一
軒
の
工
場
を
移
転

さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
移
転
先
が
見
つ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
移
転
先
が
見
つ

か
ら
な
い
場
合
は
、
道
路
設
計
速

度
を
落
と
し
て
別
の
場
所
に
道
路

を
設
置
す
る
か
、
ま
た
、
技
術
的

に
そ
の
よ
う
な
変
更
が
可
能
な
の

か
に
つ
い
て
、
地
元
協
議
や
設
計

協
議
な
ど
が
今
後
も
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
地
元

協
議
も
含
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
か
十
分
な
検
討
も
必

要
で
す
が
、
少
な
く
と
も
市
道
管

理
の
観
点
か
ら
現
場
の
安
全
点
検

を
行
い
、
少
し
で
も
安
心
で
安
全

に
通
行
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

【
管
理
課
】 

市
道
の
拡
幅

市
道
の
拡
幅 

市
道
の
拡
幅 

ご意見のあった市道永留一分線。軽自動車同士のすれ
違いでも徐行が必要 
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市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見

箱
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

　
な
お
、紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意

見
な
ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

　
京
丹
後
市
は
、
税
金
の
未
納
が

多
い
と
聞
き
ま
し
た
。
市
の
大
き

な
赤
字
の
理
由
と
し
て
一
理
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
を
切
り
詰
め
る
前

に
、
税
金
の
未
納
を
防
ぐ
べ
き
だ

と
思
い
提
案
し
ま
す
。 

　
未
納
者
を
調
べ
、
一
覧
表
を
作

成
。
未
納
者
に
対
し
「
い
つ
ま
で

に
税
金
を
納
付
し
な
い
と
名
前
を

公
表
し
ま
す
。
納
付
で
き
な
い
事

情
の
あ
る
か
た
は
お
申
し
出
く
だ

さ
い
」
と
い
っ
た
感
じ
で
伝
え
る
。

申
し
出
た
人
は
審
査
し
、
該
当
す

れ
ば
公
表
し
な
い
。 

　
公
表
の
仕
方
と
し
て
は
、
市
広

報
紙
な
ど
を
利
用
し
て
各
地
区
、

地
域
ご
と
に
何
回
か
に
わ
け
て
行

っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。 

【
無
記
名
】 

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
京
丹
後
市

の
行
政
上
、
と
り
わ
け
滞
納
問
題

に
つ
い
て
は
大
き
な
問
題
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、

市
で
は
「
税
の
公
平
性
」
の
観
点

か
ら
、
現
在
、
滞
納
解
消
に
向
け

て
法
的
な
処
置
も
含
め
税
務
課
、

市
民
局
を
中
心
に
全
市
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

　
未
納
対
策
と
し
て
ご
提
案
い
た

だ
き
ま
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

社
会
生
活
上
の
道
徳
を
遵
守
す
る

う
え
で
も
心
情
と
し
て
は
共
感
す

る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
他
方
で
、

地
方
公
務
員
法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
方
税
法
上
も
職
務
上
知
り

え
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
（
守
秘
義
務
）
が
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
困
難
で
あ
り

適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
放
置
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
問
題
で
す
の
で
、
倫
理
崩

壊
を
招
か
な
い
よ
う
、
ま
た
、
納

税
者
に
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
な

が
ら
、
引
き
続
き
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

【
税
務
課
】 

　
旧
町
時
代
は
、
町
所
有
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
学
校
教
育
、
社
会
教

育
の
移
動
手
段
と
し
て
使
用
で
き

た
の
で
す
が
、
合
併
後
は
使
え
な

く
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
行

事
で
は
、
自
ら
バ
ス
を
頼
ま
な
い

と
い
け
な
い
の
で
費
用
面
で
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
せ
っ
か
く
多
く
の
バ
ス
が
あ
る

の
で
す
か
ら
、
も
っ
と
利
用
す
れ

ば
い
い
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う

し
て
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。 

【
市
内
男
性
】 

　
旧
町
か
ら
引
き
継
い
だ
市
所
有

の
バ
ス
は
三
台
で
す
。
本
市
所
有

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

車
両
維
持
管
理
上
の
問
題
や
、
「
自

家
用
自
動
車
を
有
償
で
運
送
の
用

に
供
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う

道
路
運
送
法
の
規
定
を
踏
ま
え
て
、

運
行
の
用
途
は
、
現
在
、
市
が
行

う
事
業
ま
た
は
社
会
教
育
団
体
な

ど
に
よ
る
市
内
全
域
を
対
象
と
し

た
研
修
会
の
範
囲
に
と
ど
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

の
使
用
に
つ
い
て
は
、
広
い
要
求

が
強
く
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

で
き
る
だ
け
広
く
貸
与
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
現
在
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
可
能
な

限
り
お
声
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
、

速
や
か
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 【

総
務
課
】 

　
野
田
川
町
石
川
地
区
に
巨
大
ス

ー
パ
ー
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
出
店

が
計
画
さ
れ
、
ま
た
、
十
二
月
に

は
同
地
区
に
大
型
家
電
量
販
店
が

開
店
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
今

後
、
同
地
区
に
多
く
の
大
型
店
が

出
店
し
一
大
商
業
地
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現

在
の
大
規
模
小
売
店
鋪
法
で
は
、

商
業
者
が
正
面
き
っ
て
反
対
の
意

思
表
示
が
で
き
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
五
月
の
連
休
や
夏
の
海
水
浴
シ

ー
ズ
ン
な
ど
に
、
実
際
に
現
地
を

車
で
走
行
し
た
と
こ
ろ
、
渋
滞
に

巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
大
型
店
の

出
店
に
よ
り
こ
の
渋
滞
は
さ
ら
に

ひ
ど
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。 

　
せ
っ
か
く
北
部
の
観
光
業
者
の

努
力
で
京
丹
後
市
の
産
業
の
中
核

に
育
っ
て
き
た
観
光
産
業
を
、
恒

常
的
な
交
通
渋
滞
に
よ
る
被
害
で

衰
退
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
思
い
ま
す
。 

　
当
該
道
路
は
、
京
丹
後
市
へ
の

大
動
脈
で
す
。
こ
こ
で
慢
性
的
な

交
通
渋
滞
が
お
き
る
と
京
丹
後
市

全
体
の
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
大

で
あ
り
、
速
や
か
に
交
通
渋
滞
を

解
消
す
る
道
路
整
備
な
ど
の
施
策

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
今
回
の
出
店
に
よ
り
、
市
民
が

安
く
買
い
物
で
き
る
利
益
や
、
市

民
（
業
者
）
が
施
設
の
建
設
や
就

職
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
税
収

増
は
い
く
ら
か
。
相
反
し
て
、
市

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

税
金
未
納
者
の
公
表

税
金
未
納
者
の
公
表 

税
金
未
納
者
の
公
表 

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
貸
し
出
し

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
貸
し
出
し 

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
貸
し
出
し 

野
田
川
町
へ
の
大
型
店
の
出
店

野
田
川
町
へ
の
大
型
店
の
出
店 

野
田
川
町
へ
の
大
型
店
の
出
店 

活
用
が
期
待
さ
れ
る
、
市
所
有

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス 



平成17年２月 広報きょうたんご 

17

 

昨
年
の
台
風
二
十
三
号
で
は
、
お
寺

や
神
社
と
い
っ
た
、
地
域
で
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
文
化
財
も
大
き
な
被
害
を

被
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
に
よ
っ
て
、
地
域
の
歴
史

を
も
の
語
る
歴
史
資
料
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
「
歴
史
資
料

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
み
な
さ
ん
が
、
歴

史
資
料
を
救
う
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
風
二
十
三

号
で
は
、
特
に
水
で
濡
れ
た
歴
史
資
料

を
救
う
こ
と
が
課
題
で
す
が
、
同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
す
で
に
但
馬
地
域
に
お

い
て
水
濡
れ
し
た
歴
史
資
料
の
レ
ス
キ

ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。 

 

市
内
の
み
な
さ
ん
で
、
こ
の
よ
う
な

資
料
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
下
記
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

   

歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
事
務
局
・

神
戸
大
学
文
学
部
内
）
は
、
平
成
七
年

に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被

災
地
で
、
歴
史
資
料
を
は
じ
め
と
し
た

文
化
遺
産
の
救
出
・
保
全
を
行
っ
て
い

る
、
歴
史
研
究
者
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。 

 

全
国
の
歴
史
学
会
な
ど
か
ら
支
援
を

受
け
て
、
自
治
体
や
住
民
と
協
力
し
な

が
ら
、
地
域
社
会
の
民
間
資
料
の
救
出

や
文
化
財
の
被
害
調
査
な
ど
を
実
施
。

ま
た
、
鳥
取
県
西
部
地
震
や
芸
予
地
震
、

宮
城
地
震
、
夏
の
福
井
水
害
の
際
に
も

被
災
地
に
お
け
る
歴
史
資
料
の
保
全
・

再
生
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

   

災
害
が
起
き
る
と
、
そ
れ
を
契
機
に

家
や
蔵
に
古
く
か
ら
置
か
れ
て
い
た
歴

史
資
料
が
破
棄
・
処
分
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。 

 

各
家
庭
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
家

の
記
録
や
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
も
の

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
水
害
に
よ
り
長
く
伝
え
ら
れ
て

き
た
古
い
文
書
や
記
録
な
ど
が
な
く
な

る
こ
と
は
、
家
に
と
っ
て
も
地
域
に
と

っ
て
も
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。
歴

史
資
料
と
は
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
著
名
な
も
の
だ
け
で
な
く
、

昔
の
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
、
地
域
の

歴
史
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
が

歴
史
資
料
で
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。 

◎
古
文
書
（
く
ず
し
た
文
字
で
和
紙
に

　
書
い
た
も
の
な
ど
） 

◎
古
い
本
（
和
紙
に
書
か
れ
て
冊
子
に

　
し
て
あ
る
も
の
な
ど
）  

◎
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
古
い
本
・
ノ

　
ー
ト
・
記
録
（
手
紙
や
日
記
な
ど
）
・

　
新
聞
・
写
真
・
絵 

◎
古
い
ふ
す
ま
や
屏
風
（
古
文
書
が
下

　
貼
り
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
よ
く

　
あ
り
ま
す
） 

◎
自
治
会
な
ど
の
団
体
の
記
録
や
資
料 

◎
農
具
、
機
織
り
や
養
蚕
の
道
具
、
古

　
い
着
物
な
ど
、
物
づ
く
り
や
生
活
の

　
た
め
の
道
具
な
ど 

 

こ
れ
ら
は
、
母
屋
や
蔵
、
あ
る
い
は

そ
の
中
の
箱
や
タ
ン
ス
、
長
持
な
ど
に

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
見
す
れ
ば
紙

く
ず
や
ゴ
ミ
の
よ
う
に
み
え
る
も
の
で

も
、
実
際
に
は
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ

る
場
合
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
水

に
濡
れ
て
廃
棄
処
分
の
対
象
と
み
え
る

場
合
で
も
、
こ
れ
ら
を
捨
て
た
り
焼
い

た
り
せ
ず
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。
早

急
な
処
置
に
よ
っ
て
、
修
復
が
可
能
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

地
域
の
歩
み
を
伝
え
る
貴
重
な
歴
史

資
料
を
守
る
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
京
都
府
内
の
婦
人
会
の
会
員
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
連

帯
意
識
と
交
流
を
深
め
る
「
京
都
女
性
の
健
康
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
、
十
二
月
五
日
に
綾
部
市
総
合
運
動
公
園
体

育
館
（
綾
部
市
上
杉
町
）
で
開
か
れ
、
京
丹
後
市
連
合
婦

人
会
（
吉
岡
美
紀
子
会
長
）
の
み
な
さ
ん
が
、
息
の
合
っ

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
見
事
に
総
合
準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。 

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
京
都
府
連
合
婦
人
会
の
主
催

に
よ
り
府
内
各
地
を
回
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

十
九
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
府
内
の
市
や
郡
の
連
合
婦

人
会
に
所
属
す
る
約
千
人
が
参
加
。 

　
競
技
は
、
玉
入
れ
や
綱
引
き
、
郡
市
対
抗
リ
レ
ー
を
は

じ
め
、
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
輪
・
話
・
和
」
の
文
字

を
合
わ
せ
る
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
で
、
参
加
者
は
笑
顔
と
声
援
に
包
ま
れ
な
が
ら
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。 

　
本
市
連
合
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
は
、
台
風
二
十
三
号
に

よ
る
被
災
地
の
復
興
へ
の
思
い
を
込
め
た
「
平
和
・
被
災

地
復
興
へ
の
祈
り
」
と
題
し
た
、
大
き
な
折
り
鶴
を
リ
レ

ー
す
る
競
技
で
優
勝
す
る
な
ど
、
心
を
一
つ
に
、
新
生
「
京

丹
後
市
」
の
『
元
気
』
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。 

京都女性の健康フェスティバル  

京丹後市連合婦人会京丹後市連合婦人会  京丹後市連合婦人会  

息を合わせ息を合わせ  息を合わせ  総合準優勝総合準優勝  総合準優勝  

賞
状
を
手
に
喜
び
い
っ
ぱ
い
の 

　
　
　
　
　
　
　
役
員
の
み
な
さ
ん 

【連絡先】 

◆京丹後市教育委員会文化財保護課 

　　　　　　　　　（☎69-0640・FAX68-9061） 

◆歴史資料ネットワーク 

 〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学文学部内 

　　　　　　　 （☎・FAX078-803-5565） 

 ホームページ 

　　　http://www.lit.kobe-u.ac.jp/̃macchan/ 

 E-mail　s-net@lit.kobe-u.ac.jp

台
風
二
十
三
号
で
被
災
し
た
歴
史
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

台
風
二
十
三
号
で
被
災
し
た
歴
史
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

台
風
二
十
三
号
で
被
災
し
た
歴
史
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は 

歴
史
資
料
を
守
る
活
動
に
ご
協
力
を 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内 

　　　　　　　こっこ小町さん（大宮町）  

　　　　　　　　　　　『キッパリ！たった５分で 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自分を変える方法』 

　「コブシはギュッとまっすぐ上へ」、「目線の角度は60度」、「片

方の手は腰」…さぁやるぞ！のテンコブポーズの表紙のこの本は、

著者自らが描いた４コマ漫画をもとに、60個の自分を変える方法

が提案されています。 

　「大きい変化は小さい変化から」…本の中にはさまざまな自己

改革案が載っていますが、どれもすぐに取り組めそうなことばか

りです。全部を一度に取り組むことはできなくても、「脱いだ靴は

揃える」、「冷蔵庫を片付ける」など、できることから少しずつ取

り組んでいくことによって、よりよく暮らしやすくなるヒントが

いっぱい詰まっています。楽しいイラストと文章でわかりやすく

説明してあるのでとても楽しい１冊です。 

　　　本書を所蔵している館　あみの図書館・大宮図書室 

　　　　　　　　　　　　　　丹後図書室・弥栄図書室　 

おすすめの本おすすめの本 おすすめの本 

市立図書館　ご案内 

『一緒に手をつなぎませんか』 

 私たちは、朗読ボランティア『手をつな

ごう』です。毎月第２火曜日の10：30から、

大宮図書室で０～３歳の子どもたちを対象

に、絵本の読み聞かせをしています。 

　アットホームな雰囲気で、読み聞かせの

後もお母さんたちとの話がはずみます。ぜ

ひ、お気軽にお越しください。また、お手

伝いをしていただけるかたも募集中です。

ちなみにメンバーのうち２人は、育児真っ

最中です。お問い合わせは大宮図書室（☎

69-0672）へ。 

　　　（『手をつなごう』代表　川口教子） 

読 み 聞 か せ  

ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  

峰山図書館 

あみの図書館 

丹後図書室 

　恒例の「図書館冬のお楽しみ会」を12月12日に、

峰山地域公民館（峰山町杉谷）で開催しました。 

　当日は、峰山図書館読み聞かせボランティアの

みなさんが、手づくりの人形劇とペープサート「ヘ

ンゼルとグレーテル」を上

演。約350人の参加者が生

の舞台に感動しました。 

　その後、3会場にわかれ

て、クリスマスにちなんだ

作品をつくり、楽しいひと

ときを過ごしました。 

　毎月第２土曜日に、町内

５か所で実施している読み

きかせの恒例行事として、「第

６回クリスマス読みきかせ

会」を、12月11日に丹後地

域公民館（丹後町間人）で開催しました。 

　この日は、宇川と豊栄・砂方方面の送

迎バスも満員になるなど、約170人の参加

で大盛況。 

　読みきかせボランティアの会を中心に、

「サンタクロースがかぜひいた」・「きみ

はほんとうにステキだね」の読みきかせや、

エプロンシアター「おむすびころりん」、

パネルシアター「ヘンゼルとグレーテル」

など楽しさいっぱい。手遊びもみんなひ

とつになって楽しみ、最後にはサンタク

ロースから手づくりのプレゼントをもらい、

とてもうれしそうでした。 

 日ごろの絵本の読み聞かせとは違う方法でお話

しの世界を楽しんでもらおうと、12月12日に６

回目となる「おはなし会」を開催し、240人を超

える参加者で、会場は熱気に包まれました。 

　今回は、16人の読み聞か

せボランティアによるエプ

ロンシアター「３びきのヤ

ギのがらがらどん」、パネル

シアター「三まいのおふだ」、

人形劇「どっこいしょ　ポ

カリ！」をはじめ、手品や

手遊びもあり、笑顔あふれ

る楽しいひとときを過ごし

ました。 
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発行／京丹後市役所　　編集／秘書広報課 

〒627-8567　京都府京丹後市峰山町杉谷889 

　　　   ☎0772‐69‐0001　FAX0772‐69‐0901 
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人口のうごき 

男　　　31,738人 

女　　　34,342人 

計　　　66,080人 

世帯数　21,943 

　　　（１月１日現在） 

　
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
る
マ
リ
ン

バ
奏
者
の
通
崎
（
つ
う
ざ
き
）
睦

美
さ
ん
を
招
き
、
鳥
取
小
学
校
（
弥

栄
町
鳥
取
）
の
体
育
館
で
十
二
月

十
日
に
演
奏
会
が
開
か
れ
、
鳥
取

小
学
校
と
吉
野
小
学
校
の
全
児
童
、

黒
部
小
学
校
六
年
生
が
、
美
し
い

澄
ん
だ
音
色
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

　
本
事
業
は
、
京
都
府
教
育
委
員

会
の
主
催
に
よ
り
、
府
内
出
身
者

で
多
様
な
専
門
的
分
野
で
優
れ
た

知
識
や
技
術
を
有
す
る
著
名
な
社

会
人
を
講
師
に
招
き
、
児
童
生
徒

の
豊
か
な
心
を
育
成
す
る
「
こ
こ

ろ
の
師
匠
（
せ
ん
せ
い
）
派
遣
事

業
」
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
も

の
で
す
。 

　
通
崎
さ
ん
は
、
京
都
市
中
京
区

の
出
身
で
、
五
歳
の
と
き
か
ら
マ

リ
ン
バ
を
始
め
ら
れ
、
京
都
市
立

芸
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
を

修
了
。
プ
ロ
の
マ
リ
ン
バ
奏
者
と

し
て
活
躍
さ
れ
る
一
方
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
や
着
物
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

な
ど
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
日
は
、
平
林
知
子
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
演
奏
と
と
も
に
、
ア
ニ
メ

映
画
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
の
テ

ー
マ
曲
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
ア

ラ
ジ
ン
」
の
挿
入
歌
、「
ク
リ
ス
マ

ス
メ
ド
レ
ー
」
な
ど
十
三
曲
を
披

露
。
ま
た
、
演
奏
の
合
間
に
は
、

マ
リ
ン
バ
の
説
明
や
児
童
も
一
緒

に
演
奏
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

は
、
軽
快
な
響
き
を
体
中
で
感
じ

な
が
ら
、
マ
リ
ン
バ
の
音
色
に
魅

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

マリンバの演奏に 

　　　　気持ちも美しく 

手づくりの「たこ」 

　　　新春の大空を彩る 

美しい音色に熱心に聞き入りました 

寒さも忘れ全力疾走 

　
年
の
始
ま
り
を
告
げ
る
恒
例
の
「
新

春
た
こ
あ
げ
大
会
」（
弥
栄
町
青
少
年

を
そ
だ
て
る
会
主
催
）
が
、
一
月
八

日
に
水
辺
公
園
や
さ
か
野
で
開
か
れ
、

弥
栄
町
内
の
小
・
中
学
生
百
八
人
が
、

歓
声
を
上
げ
な
が
ら
手
づ
く
り
の
「
た

こ
」
を
大
空
へ
舞
い
上
が
ら
せ
ま
し

た
。 

　
こ
の
日
は
、
小
雪
が
舞
う
あ
い
に

く
の
天
候
で
し
た
が
、
「
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
後
、
子
ど
も
た
ち

は
約
百
メ
ー
ト
ル

の
直
線
コ
ー
ス
を
寒
さ
も

忘
れ
全
力
疾
走
。
う
ま
く
風
を
と
ら

え
て
大
空
に
舞
い
上
が
る
「
た
こ
」

や
、
何
度
も
回
転
し
て
地
面
に
落
ち

て
し
ま
う
「
た
こ
」
な
ど
、
観
客
の

温
か
い
声
援
や
笑
い
声
に
包
ま
れ
な

が
ら
、
冬
の
半
日
を
親
子
で
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
た
。 

　
「
た
こ
あ
げ
大
会
」
を
前
に
、
十

二
月
十
一
日
に
弥
栄
地
域
公
民
館
で

開
か
れ
た
「
た
こ
作
り
講
習
会
」
に

は
、
小
学
生
の
親
子
を
は
じ
め
、
少

年
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
の
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
約
百
四
十
人
が
参
加
。 

　
公
民
館
職
員
か
ら
作
り
方
の
説
明

を
受
け
た
後
、
絵
を
描
く
と
こ
ろ
か

ら
は
じ
め
、
は
さ
み
や
き
り
を
使
っ

て
竹
ひ
ご
の
骨
組
み
づ
く
り
な
ど
に

親
や
学
校
の
先
生
と
協
力
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
干
支
に
ち
な
ん

だ
「
ニ
ワ
ト
リ
」
や
「
ひ
よ
こ
」
、

ま
た
大
リ
ー
グ
の
松
井
秀
喜
選
手
な

ど
を
思
い
思
い
に
描
き
、
色
と
り
ど

り
の
鮮
や
か
な
「
た
こ
」
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。 


